
PDF issue: 2024-12-31

特集私たちのみた世界 : アジアのプロフイ
ル : 3.タイガー・バーム・ガーデン : 香港

佐久間, 和子

(出版者 / Publisher)
法政大学地理学会

(雑誌名 / Journal or Publication Title)
JOURNAL of THE GEOGRAPHICAL SOCIETY OF HOSEI UNIVERSITY / 法政地理

(巻 / Volume)
8

(開始ページ / Start Page)
53

(終了ページ / End Page)
54

(発行年 / Year)
1967-03-21



ナム正月休戦が緯かれる前日であつた。

東京数：大ナー高等学校 青木千枝子

3 .タイ "ii-.バーム・ ガ ー テ ン ー 香港一

眼下侭六がる袖内一香琺ー。賤行嗅の茂がキラリと光った。林の よう忙晶いビJレデイングがぬき

ん出ている。野い海陀浮ふ大小の磨 …々…。 皇弼照民柚 (crown colony)香港は香濫卑、九

章、新界及び付駆島嶼からな る。唱袢阻体は東西 18 Km、南北 3~ 9Km、 7 5 K,II,'の面積を持ち

その面岸は樹木のない火 山領の丘陵が絞 き、 アパテイ ーンの漁港というよりはむしろ、近年洞恐ピ

ルの住宅が純 建々設され、海水浴場やゴル フ場をi洋えたレジャ ー ・センクーとして賑わいを見せて

いる。北岸のヴィクト リア ・ビー ク：'.'ヽら ヴ・イク トリ ア港妬至る一帯は行政、金粒、商業、貿易のセ

ンク ーで、 とくに諮督官邸のあるセン トラル地区は、香港の動脈となつている。九内団のオール ド・

力ォルーンは長い閻軍沫の荘屯地 ・訓細場だつたが戦後の新都市計ILli!VCよつて 工場却楷として生ま

れ変わり、莉界をつなぐ王妾道路は・ンしョッピングの中心地として眼わっている。 ここに啓徳空港が

ある。そして新尻 ここは香港のイメ ー、ジとはかけ離れた古 し々い田I油地帯である。樹木もまばら

な丘灰池帝が広がり、栽培飴染が活まれている。

1 9 6 6年 1月、明るい脱ざしかさんさんとふりそそき、ふり仰げばコバル トプルーの空が限り
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な〈まぷしい。カラリとし

た道路の片但iJ!'C2、 5台の

バスがitんでいる。 ここは

クイガー ・バーム ・ガーデ

ソである。 パスの窓から

チラリと版が覗いた。 パラ

バラとかけ寄る数名の子供

茄、年はいずれも 8~ 1 2、

3才位であろうか。 よれよ

れの プラウスと上恙、 つん

つるてんのス・ポン、 ス・ック

をはいていろ。卑の子も女

の子もいる。波らは皆、同

じょう に、質からみやけもの
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の入った箱を慰そ うにぷらさげ、手忙持つて いる。血色の悲い願に両方の目を光らせ、殺光客の頻

をずるそう irc眺めまわす。 1人の客が スライドと扇子を手（reとつて「いくら？」と聞く 。子供は人

指しゆびをたて、ややあ、いて 5本の指を広げる。 「もう 少し注けな。」という。子供は再び指を曲

げ直した。・客は、今度は自分の指を出 した。すると子供表の中でも一悉年上 らしいひよろり とした

男の子が統を投に大きく振る。 他の小さい子供忘も后lじよ うしてかぷりを据る。その目は、一槌に軽

蔑しているよう侭見えろ。子供きは、何処からやつてきたのだろう。あの丘の梃ff民普落からか、労

綺者アバート からか、蛋民ではある まい。ー一岸辺の症んだ水の上1疋浮ぶ無数のジャン ク、 なぜな

ら蛋民は陸に上がること はな い。波らは彼らだけで生活を訊んでおり、 「一生陸の土を踏まずに死

んで行くのだ。」と 私達の築内者は話して くれた。ーー しか し九吼のはずれ忙ある丘の領斜面のiiaJ

窟忙は、蛋民よりもひどい生活を している人がいるという 。その一方、 ハッビ ー ・バレー、 レバル

吋奇には秤一流の刷級住宅街の高囮アバ ート カ嘩んでおり 、目抜 き迫りには宝石店 ・カメラ・皮革

店 ・豪華なクラプ、それ らは夜ともなれは細似たるダイヤの光をはたち、 1止界の三大芙景の一つを

かもし出す。

香港では社会待富の差が枠（rr:.t公しい。港溝労釦者やク ーリー ・出夫 ・漁夫 ・エ椒労飢堵（I） 砥労絨l

忙よつて香港の中器人のプJレ・ジョアや英国の商社の王人逹、外因のピ・シネ スマ ンがふと ころを肥や

している。 ここ図料如lの隣探が起 きないのは、 なせだろう。 あの ムンムンするような（本臭を持ち

ながら……o 栗内人の方さんは、 こんな話をして くれた。 「あの 小年は珈民の数です。」 といつて

指さ した方を見ると、そのはだか山の怠斜il'iiI'ctよびつしりと．．ヒか ら下まですぎ合のないぐらいに堀

立て小居がならんでいた。 「あそこvc住んでいる 人造は中国本土では食ぺられたくて生命をかけて

逃げて来たのです。」その自誰校は、素朴な怒りの感梢があらわれていた。 と佑J時に香港匠いる限

り、 食ぺることは出来るという一袖あきらめ！ても似た気持がある。話妬よ れば今日、 3 5 0万とい

ぅ人のうち、 1 0 0万以上は中固本土からの避難民であると いう 。

ある時 「香港忙ついて」と明かれてふと、 とまどつて しまつた。地球上のあ らゆる人間の欲望と

富と貧しさのふきだまり、それでいて不思，訊な流動のある ところ。それが時vc異栖な臭いをかも し

出すかと思、えは、又すま してf伶まり返つてし主う 。一人一人が、一つ一つが限りない焦操と怒り を

押えて ．．．．．．。そしてあ含らめ、その底匠沈むか、そのな かをた 〈みに泳ぐか。 どの道を 行こうとも

自由ire.許される。新界の社if昔期限は 18 9 9年より 99カ年、 その期限を近い将来に控え、香港は

どのように咬わるだろう。丘陵妬つらなる帷民蔀落は、 アバデイ ーンの蛋民は、 クイガーバーム ・

ガーテンの物売り の子供たちけ、労榊者は、一段と扁 くそぴえる白亜．の高恕 ピルは、そして街の中

i疋かもし出される奇妙なパイクリテイある（本臭は一—-- o 

3 9年度学部卒人文社 佐久間和子
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